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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・和田　昌様～本日より終日隔離解除となり隔絶対応は継続していく。点滴同内容で
　　　　　　　3日分処方となる。
・神田　直樹様～精神状態落ち着いてきた為、本日より10：00～11：00・14：00～15：00
　　　　　　　　午前午後1時間ずつの開放観察となる。
・吉島　知寿子様～リボトリール（1）1T　1×夕で7日分処方。
・大澤　廣子様～療養環境変更目的にて東Cユニットから東Bユニットへ移動となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～時間隔離中。大声での独語あり。開放中は他者干渉みられるが、トラブルは無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。開放中は飲水行動・他者への私物弄りあり介入にも
制止出来ず、早めに開放観察終了している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
・神田　直樹様～余暇は臥床して経過。開放中は私物要求あるが過度となる事は無い。
引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様情報＞

・夏坂　浩美様～バイタルサイン異常無し。食事は各食2/3摂取され、疼痛の訴えは
　　　　　　　　聞かれず。

・上神田　實様～断続的に大声聞かれ、オムツ弄りあり介入要している。食事は介助
　　　　　　　　にて摂取され、むせ込みはない。
・飯田　修子様～右膝の浸出液は少量あり、下腿にかけて腫脹・熱感は持続している。
・和田　昌様～食事は介助にて摂取するが嚥下不良あり、適宜に吸引実施している。
引き続き精神症状と身体症状の観察を行うとともに感染対策を徹底し、早期に状態が改善出来るように看護介入を行っていく。
・稲村　留吉様～食事や内服拒否なし。帰宅要求聞かれず対面時は穏やか。
・伊藤　和子様～会話調の独語聞かれ、妄想・幻聴活発であるが興奮等はなく経過している。
・袴田　将志様～深夜より不眠で経過され、飲水行動頻回にみられ介入にも易怒性あり
　　　　　　　　制止する事は出来ず。眼光の鋭さ見られている。
・下村　慶子様～体温38.3℃、クーリングにて対応している。顔面紅潮見られ
　　　　　　　　疼痛の訴え頻回に聞かれている。
（新規入院患者）
　日　　時：11月14日　

　病　　棟：東病棟Cユニット

　氏    名：高屋敷　良子様　（たかやしき　りょうこ様）

  生年月日：昭和14年9月25日　79歳

  病    名：うつ病

  性    別：女性

  主治医  ：田名部Dr

  入院形態：医療保護入院

（経緯）

　H15年頃うつ病の治療でマナクリニック通院歴がある その後に介護老人保健施設を

経て現在の施設に入所となっていた。精神科薬の処方は、施設提携医である

  きむらクリニックより受けていた。H30年に入った頃より、 身体の疼痛は良く
訴えて、頭から胸、腰などの訴えが多い。幻覚症状はこの夏ごろから訴える
ようになり、「悪魔が通っていった」「子供が来てる」といった訴えをしている。

　かかりつけ医からの紹介ありH30.11.14東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
　※LT　Bプラン　オムツ①
